
同志社女子大学・現代社会学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３１１

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

博愛社と大阪社会事業の総合的研究

Comprehensive Research on Hakuaisha and Osaka Social Work

７０４１１０５６研究者番号：

倉持　史朗（Kuramochi, FUMITOKI）

研究期間：

１９Ｋ０２２２８

年 月 日現在  ５   ６ ２３

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：日本に現存する社会福祉施設として最も長い実績をもつ施設の一つである社会福祉法
人・博愛社(大阪市)に所蔵されている史資料の整理・保存作業に取り組みつつ，それらを活用した歴史研究を進
めている．具体的には博愛社研究に関連してキリスト教福祉実践者に関する研究論文や戦前社会福祉の公私関係
に関する研究論文が分担者たちによって発表されている．また，重要な資料である施設機関誌の目録を作成(デ
ータベース化)し，機関誌誌面のデジタルデータと合わせて活用する体制が整った．

研究成果の概要（英文）：While working on organizing and preserving historical materials held by the 
social welfare corporation Hakuaisha (Osaka City), one of the facilities with the longest track 
record as a social welfare facility existing in Japan, Specifically, research papers on Christian 
welfare practitioners and research papers on public-private relations in prewar social welfare have 
been published by the co-authors in relation to the Hakuaisha research.　In addition, a system was 
established to create a catalog (database) of the institutional magazine, which is an important 
resource, and to use it together with the digital data of the magazine.

研究分野： 社会福祉学

キーワード： 博愛社　キリスト教　小橋勝之助　小橋実之助　林歌子

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
同社に所蔵されている史資料を活用して博愛社ならびに大阪社会事業に関する歴史研究を積み重ね1955年以前に
関する研究成果を研究書として刊行する準備を整えている．また，博愛社の機関誌の目録作成および点検作業が
終了し22年3月からデータベースとして活用することが可能となった．これにより，1890(明治23)年から1939(昭
和14)年までの約50年間の施設状況や関係者並びに当時の関西地方を中心にした社会事業の動き等，研究資料と
して活用することが難しかった機関誌を活用した研究業績が見込まれる．さらに研究チームのみならず社会福祉
史関係者たちの研究に資するために目録集(目次集)する準備を進めている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近代化・資本主義化の過程で我が国では深刻な社会問題が発生し多くの慈善・社会事業団体が興ったが，

行政の関与・支援は不十分であった．加えて太平洋戦争によって都市部を中心に甚大な戦災に見舞われた
わが国において，明治期からの社会福祉状勢に関する史料を有する施設は僅かであり，その施設が所有す
る史料の調査・保存作業が行われた研究事例は家庭学校・福田会育児院・岡山孤児院(現・石井記念友愛社)
などわずかに数例である．本研究の対象となる博愛社は前記の通り日本有数の歴史と活動実績を有する施
設ではあるが，阪神大震災の被害も加わって 100 年以上におよぶ活動記録や保有史料を把握できておらず
保存状態は劣悪となる一方であった．そのような状況において 2001 年 1 月より室田・倉持・原が史料調査
に着手したのが本研究の発端となり，以来，社会福祉学，歴史学の研究者をはじめ施設職員などで研究チ
ームを組織して研究活動を継続している． 
博愛社に関する研究を概観すると，それまで一次史料を用いた本格的な研究は創設者・小橋勝之助に焦

点をあてた西村みはる『社会福祉実践思想史研究』(ドメス出版・1994 年)のみであった．そこで史料調査・
保存作業を進めつつ研究実績を重ね「大阪『博愛社』の総合的研究-大都市における児童保護の歴史的検証」
(基盤研究 C：2007-09 年度)，「大阪『博愛社』の歴史的研究」(同左：2010-12 年度)，「大阪『博愛社』の
研究」(同左：2013-15 年度)，「大阪『博愛社』創立 125 年の総合的研究」(同左：2016-2018 年度)と科学研
究費助成を受けて，我々は着実な研究を進めてきた．さらにそれらの成果は 2018 年の大阪歴史博物館の特
別展(「100 周年 大阪の米騒動と方面委員の誕生」)にも多くの貴重史料・情報の提供を行うなど，これま
での史料調査・研究活動をさらなる社会貢献へと広げている状況である． 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，大阪で福祉(児童・高齢者・障害者等)・教育活動(幼稚園)を行う社会福祉法人博愛社
(以下，博愛社)と大阪地域の慈善・社会(福祉)事業の展開について歴史的かつ多角的に研究を行
う．同社は，創設以来約 130 年にわたる同社事業や関連人物，戦前日本の社会事業の中心地と
もいうべき大阪地域に関する一万点以上の史料を所蔵する．これらはまさに日本福祉史の実態
解明のための貴重な史料群である．本研究ではこれらの貴重史料の整理・保存作業を進め，同時
に史料目録・翻刻等を公刊し，それらを用いて実証的な歴史研究に取り組む． 
 
 
３．研究の方法 
本研究期間においては(1)継続的に史料整理作業などを進め、(2)下記に記した 4 つの研究課題
に取り組む。 
(1)史料の整理・保存・翻刻作業 
a)複数の重要文書が綴じられた簿冊の再分類と目録作成作業、b)書簡・ハガキ類の整理、保 
存、目録作成、翻刻作業、c)小橋勝之助、小橋実之助、小橋カツヱなど中心的人物の日誌翻 
刻作業、d)1955 年以降の博愛社関連史料の整理、保存作業 
(2)研究課題 
a)育児・教育事業 博愛社の中心的事業である育児・教育事業の実態解明を進める。具体的 
には第 1に、ケース記録を用いた児童処遇の内実を明らかにする引き続き研究を行う。第 2に、 
明治後期から始まった「里預け」(現在の里親委託に相当)事業の拡大と縮小、大正後期から 
の乳児院としての施設機能の拡充の経緯について、第 3に入所児に対する学校・職業教育の展開
とその教育内容等についても明らかにする。さらに第 4に、戦時体制下と戦後以降の博 
愛社をめぐる時代情勢と同社の育児事業の実態にも迫る。 
b)女性保護・母子保護事業 大正期以降の博愛社は母子保護事業や母子保健に関する相談事 
業にも取り組んでいく。また、先述のように林歌子らは矯風会の活動にも参画し、大阪婦人 
ホームを設立して女性保護事業にも取り組むようになる。これらの事業の実態と博愛社本体 
の事業との関連を解明していく。 
c)国内外の関連する人物や団体 博愛社の創設と運営にあたっては多くの人物や団体が参 
画・協力している。本研究においては第 1に、皇室と博愛社の関係、第 2にキリスト教、とり 
わけ聖公会(および関係団体)や CCF(Christian Children's Fund)などとの連携・協力につい 
て解明していく。特に、戦後の混乱期における博愛社の児童保護事業(課題 a)を明らかにする 
にあたっては海外の諸団体からの支援の実態を明らかにすることは重要である。 
d)大阪地域の慈善・社会(福祉)事業との関連 先述のように、博愛社は二代社長・小橋実之 
助によって大阪社会事業連盟など民間事業の組織化においても中心的な役割を担っていた。 
そこで、大阪地域の慈善・社会事業との関連について、特に同地域の社会事業の発展に博愛 
社が果たした貢献について解明していく。 
 
 



４．研究成果 
(1)史料の調査・整理・保存とデジタルデータ化作業 
博愛社に所蔵されている史料を整理し恒久的に保存する作業に取り組み，1955 年以前の史料

を中心に約 3,500 点を保存箱等に収納し，仮史料目録 (『博愛社所蔵史料仮目録』2010 年・全
167 頁)に基づき作成時期が古く特に貴重なものについては一点ずつカメラ撮影しデジタルデー
タ化している．本期は約 20000 コマを撮影し 100 点弱の貴重資料については PC などで研究メン
バーが活用できる体制を整備している(2023 年 3 月月現在)．本研究プロジェクトの拠点は大阪
市内にある社会福祉法人博愛社である．同施設は特別養護老人ホームや児童養護施設，障害児者
施設等を同じ敷地内で運営し，そこでは日々たくさんの利用者と職員が生活を共にする場でも
ある．したがって，新型コロナウイルス感染症（COVID-19)の世界的流行が収束が見えない中，
研究活動を理由に同施設内に立ち入ることができず，整理・保存・デジタルデータ化作業につい
ては当初の予定の 3分の 1程度に止まった． 
 
(2)機関誌の目録(目次集)の作成，データベース化 
 長年の懸案であった博愛社の機関誌(博愛雑誌／博愛社月報/博愛乃園)の目録作成および点検
作業が終了し 22 年 3 月からデータベースとして活用することが可能となった．これにより，
1890(明治 23)年から 1939(昭和 14)年までの約 50 年間の施設運営や職員・入所児童の状況など
の把握が容易となった．さらに研究チームのみならず社会福祉史関係者たちの研究に資するた
めに目録集(目次集)する準備が進んでおり，研究資料として活用することが難しかった機関誌
を活用した研究業績が見込まれる． 
 
(3)その他の研究成果 
これまでの研究活動と成果をふまえ，博愛社創立から戦後(1955 年)までを対象とした研究書

の刊行準備をおこなっている．すでに同書を構成する研究論文はすべて脱稿しており，論文数 16
本・400 頁におよぶ研究書を 2023 年度内に刊行し，社会福祉や歴史学界，社会一般へ広く学術
成果を還元できると考えている． 
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